
子どもや家族がゲームやスマホに夢中になっている様子を見ると

「ちょっと心配だな…」「依存してしまわないかな」と不安になること
はありませんか。
SNSやオンラインゲームでは、知らない相手とのやり取りが
きっかけで、金銭や人間関係のトラブルにつながることもあります。
さらに、障がい特性によってネットやゲームにのめり込みやすい方も
おり、適切な理解と支援が求められます。
今回の講演会では、ネット・ゲーム依存の実際と、障がい特性の

ある方への関わり方や対応について、専門家にお話しいただきます。

障がい理解のための啓発事業 講演会

～ネット・ゲーム依存の実際と対応について～

ネット・ゲームがやめられない

障がいがある方への関わり方

講師 前園 真毅 氏
独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター
医療福祉相談室長 （ネット依存治療研究部門）

まえぞの まさき

会場 ： 総合福祉センター 大ホール
（春日井市浅山町1丁目2番61号） ※駐車場には限りがあります。

対 象 ： 市内在住、在勤の方、ご興味のある方はどなたでも

定 員 ： 先着 150名 （手話通訳等あり）

申込方法： 9月25日（金）より、あいち電子申請システム【二次元コード】

または、お電話にてお申込みください

お申込み・お問い合わせ先

春日井市障がい福祉課 TEL:0568-85-6212月～金（8：30～17：15）

主催 春日井市地域自立支援協議会 障がい者生活支援センター連絡会

令和8年12月4日（金） 14：00～15：30
（受付 13：30）

参加
無料

〈 経 歴 〉

SNSトラブル？

ゲーム依存？

精神保健福祉士・社会福祉士
平成13年 埼玉県入職 埼玉県立精神医療センター

川口保健所、精神科救急情報センター勤務
平成18年 三州病院（鹿児島市）外来リハビリテーション部
平成21年 独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター

医療福祉相談室 主任医療社会事業専門職
ネット依存治療研究部門 勤務

ネット依存？

金銭トラブル？

二次元コード
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